
 

リハビリテーション科の紹介 

 

名誉院長 蜂須賀 研二 

 

 当院のリハビリテーション（リハ）科は急性期総合病院の一部門であり、入院患者への急性期リハ訓

練が主体です。 

入院してリハ訓練を行う場合、まず主治医からの依頼によりリハ科医（整形外科疾患は整形外科医、

心臓疾患は循環器科医）が診察し、通常２－３週間の入院リハ訓練を開始します。脳卒中など長期の入

院リハ訓練が必要な疾患の場合、急性期リハが一段落したら回復期リハ病院に転院することになります。

なお、退院調整、医療、看護、リハ訓練などからなる包括的ケアが主体の場合、地域包括ケア病棟に転

棟して包括ケアの一環として入院リハ訓練を行う方法もあります。 

 

 脳卒中を含む一般的なリハ対象疾患に対しては、リハ科医師が診察して理学療法、作業療法、言語療

法などの訓練処方を行います。今年度はリハ科常勤医師が欠員なので、蜂須賀名誉院長が嘱託で入院患

者の診療（月～水曜）と専門外来（金曜午後）を担当し、産業医科大学からの非常勤医師（水曜 堀医

師、木曜 森山助教、第１金曜 吉田医師、第２金曜午前 佐伯教授、第３－５金曜午前 松嶋准教授）が

入院患者の診療を行います。 

 

一方、外来リハ訓練に関しては、循環器内科医の管理のもとで心疾患者の集団訓練を実施し、整形外

科医の管理のもとで一部の術後患者の運動器リハを行っています。なお、中央リハ部の専門職種は、和

田中央リハ部長を含め、理学療法士１０人、作業療法士４人、言語聴覚士２名です。 

  

さて、当科のユニークな取り組みに、高齢者の自動車運転再開があります。脳卒中、脳外傷、慢性硬

膜下血腫などで麻痺や高次脳機能障害を生じた方で運転再開を希望する場合、または高齢になり運転免

許を返還するか否か迷われている方は、高次脳機能外来（金曜午後）の受診をお勧めします。 

 

診察の後、高次脳機能検査（全般的

知能、遂行機能、記憶、注意・処理速

度，視覚認知）、簡易自動車運転シミ

ュレータによる運転能力評価を行

い、必要に応じて指定自動車教習所

で実車教習を受けてもらいます。最

終的にこれらの結果をもとに包括的

な判断と公安委員会へ提出する診断

書を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

  

     

 

  

 

院長 興梠 征典   

 

地域のみなさま方、新年度に入り門司メディカルセンターも新しい職員を迎え、また数名の医師が交

代しました。年度替わりは別れと出会いの季節です。つい先日、退職される方々を送り出して寂しい気

持ちでいましたが、新しい仲間を迎えて嬉しい気持ちでいっぱいです。生きているもの、すなわち我々

ヒトを含めすべての生物にとって新陳代謝は必須であり、それは病院のような組織においても同じだと

思います。新しく仲間に加わった職員が、元からいる職員に様々な刺激や好影響を与え、それが門司メ

ディカルセンターを元気づける、活性化させることにつながると考えています。 

 

さて当院は「福岡県障がい者アートレンタル事業」に協力

しており、患者のみなさまの癒しになるようレンタルした

アートを正面玄関に飾っています。私たちの取り組みは、読

売新聞、NHKニュースなどで紹介されました。5月に作品

が入れ替わりますが、今回はみなさまのご要望が多かった

アートが展示されることになります。ご来院の際にぜひご

覧ください。 

 

この 1 年間、新型コロナ陽性患者さんの入院受入れを始

め、福岡県と北九州市の感染対策事業に病院をあげて協力

してきました。そのため、入院や手術の時期が先延ばしにな

るなど、ご不便やご心配をおかけした場合もあるだろうと思います。この場をお借りしてお詫び申し上

げます。新型コロナウイルスについては、まだ先が見通せませんが、私たちもこの間に多くの経験を積

んで、最初の頃よりずっと上手く未知のウイルスに対応できるようになっています。 

 

これをお読みいただいているみなさま方も、不自由な暮らしをお続けのことでしょう。しかし、いつ

か必ず新型コロナウイルスを克服できるはずです。今年度も地域のみなさま方のご支援を糧に頑張って

いきますので、何とぞよろしくお願いいたします。 
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    循環器内科 中原 大樹（なかはら だいき） 

 

2022年 4月より赴任しました中原大樹と申します。 

八幡東区で研修し、その後産業医科大学病院で 2年間勤務しておりま

した。これまで経験したことを微力ながら門司メディカルセンターで

も活かしていきたいと思っております。 

動悸や胸痛等の症状を有する患者様がおられましたらご紹介いただき

ますと幸いです。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 腎臓内科 田村 健太郎（たむら けんたろう） 

腎臓内科に赴任致しました田村健太郎と申します。 

今年で医師 6年目となります。現在までは産業医科大学病院で腎臓

内科医として勤務してまいりました。腎機能や透析、透析シャント

トラブル等何かお困りの場合はいつでも御紹介頂けますと幸いで

す。門司地区の医療に貢献できるよう精進致しますのでよろしくお

願い致します。 

 

消化器内科 花田 駿（はなだ しゅん） 

 

2022 年 4 月より赴任致しました消化器内科の花田駿と申しま

す。 

地元は北九州市八幡西区ですが、同じ北九州市の医療に携わるこ

とができ大変嬉しく思うと同時に身の引き締まる思いです。消化

器疾患全般の診療を行っており、門司地域の医療に少しでも貢献

できましたら幸いです。今後とも何卒よろしくお願い致します。 

 

 

整形外科 宮里 和明（みやざと かずあき） 

 

２０２２年４月より赴任しました、整形外科の宮里と申します。 

２０１４年に産業医科大学を卒業し、今年度で医師９年目になり

ます。前年度は広島県福山市にある JFEスチール西日本製鉄所に

て産業医として勤務していました。当院での勤務が決まり、今年度

北九州に帰って来ました。九州、門司地区の患者様のお力になれる

よう尽力いたしますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

脳神経外科 清野 純平（きよの じゅんぺい） 

 

 

２０２２年４月より赴任いたしました脳神経外科の清野純平と申

します。 

３月までは産業医科大学病院に勤務しておりました。患者様の人生

に寄り添う医療をモットーに、門司周辺地域の皆様が安心して生活

できるよう尽力していく所存です。 

日常の小さなことから大きな手術まで、なにか脳外科疾患を疑う際

はぜひご気軽にご相談ください。何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

泌尿器科 山崎 清玄（やまさき せいげん） 

 

 

泌尿器科に赴任した山崎清玄（やまさきせいげん）と申します。 

これまでにも当院で勤務があり、1年ぶりに戻ってきました。 

門司地区は超高齢地域であり、当科の介入が必要な方が多いため、

標準的かつ最良の医療が提供できるように貢献していく所存でご

ざいます。どうぞ宜しくお願い致します。 
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